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佐渡伝統文化研究所　次長   北 見 継 仁
１．調査の概要
1.1　はじめに
　昨年、佐渡伝統文化研究所では、新潟市在住
の渋谷龍生氏から渋谷小左衛門家（佐渡市加茂
歌代）所蔵資料の寄贈を受けた。資料は古文書・
書跡等約 450 点にのぼり、これらの調査結果に
ついて、調査研究報告書『渋谷小左衛門家寄贈
資料目録』（2007　佐渡伝統文化研究所　資料
係）としてまとめた。
　渋谷小左衛門家には、鎌倉後期に佐渡に渡っ
てきた鎌倉御家人である渋谷氏にまつわる言い
伝えや、「トノサマのハカ」と呼ばれる一石五輪
塔が残されている。今回の調査では、この「ト
ノサマのハカ」墓塔が、なぜ加茂殿渋谷氏の菩
提寺である曹洞宗江西院ではなく渋谷家墓地に
あるのかについて、先学の業績に依拠しながら、
明らかにしようと試みた。
２．調査の結果
2.1　渋谷家の墓地について
　墓地は渋谷家住宅の北側、稲葉川側の小高い
丘にあり、屋敷地から出入りできる道がついて
おり、入口は東側を向いている。
　15基の墓塔があり、造立形態は大きくわけて、
A型「石堂内一石五輪塔」、Ｂ型「台状頭角柱
型」、C型「笠付塔婆型」、D型「櫛型」に分け
られる。建立区分をみると、17世紀のものが 1
基、18 世紀のものが 3基で、19 世紀のものが
4基、20世紀のものが 3基、年代不明のものが
4基ある。
　「トノサマのハカ」と通称される石堂内に入っ
た一石五輪塔 3基と、台状頭角柱形墓塔 2基は、
南面を正面にして東西に一列に並んでいる。さ
らにこの石堂内に入った一石五輪塔から南面に
9基が一列に並ぶ L型の配置である。この L型
の間に、「先祖代々之墓」と刻まれた大型の台状
頭角柱形墓塔 1基が南面に向いて建っている。
2.2　トノサマのハカ
　「トノサマのハカ」の石堂（図１）をみると、
①「石堂」（図２）
　　全高さ79㎝、銘文なし、堂内に「一石五輪塔」
　１基。
②「石堂」（図３）
　　全高さ87㎝、銘文なし、堂内に「一石五輪塔」
図１　トノサマのハカ
図２　石堂①
文化財調査レポート　資料紹介　渋谷小左衛門家墓地「トノサマのハカ」
ー 54ー
　１基。
③「石堂」（図４）
　　全高さ86㎝、銘文なし、堂内に「一石五輪塔」
　１基。
である。堂内の五輪塔はいずれも棒状で、刻字
等は確認できない。また、高さについては、堂
自体がふさがっており、計測することができな
かった。
　石堂は 3基とも屋根・身部・基礎に分かれて
いる。屋根は切妻造で、上部には太いそりのあ
る笠木をわたしてある。また、垂木があり、唐
破風はない。身部は一石を四角い板型にしてい
る。基礎部は扁平で、四角形の台石である。身
部正面上部に四角状にあけられた開口部があ
る。記銘はどこにも見当たらない。
さらに、個別の特徴をあげると、①型は、身部
正面上部に四角状に空けられた開口部の下に、
長方形の小型の穴が格子状に 18 個あけけられ
ており、左側は破損している。内部には一石五
輪塔（各輪が一材からなる五輪塔）が入ってい
る。②型と③型は、身部正面上部に四角状にあ
けられた開口部の下に、四角状の開口部が直線
で 6個並んでいる。その下の右側に三日月型、
左に太陽型の開口部がり、内部に一石五輪塔が
入っている。この日月を施す意味については、
藤原良志氏が「越前式石廟の展開ならびに形式
の源流について」の中で、室町時代の社殿境内
を描いた宮曼荼羅に見える日月像を描いたもの
ではないかと述べている。3基とも内部の一石
五輪塔をよく拝めるように穴を穿ってあり、穴
から幽かに拝めるようになっている。
　渋谷家の菩提寺は江西院であるが、過去に渋
谷小左衛門家の付近に江西院があったとすれ
ば、江西院が移転する際に共に墓塔も動くのが
本来の姿であろう。にもかかわらず、江西院に
は殿様墓はなく、逆に渋谷家墓地に殿様墓があ
るのは不自然ではないかと思われる。
３．調査の考察
3.1　調査の考察
　渋谷家の居住する台地（図５）は、以前には
郡家址であった。郡内で最も豊かな生産を誇る
地帯を前面に見下ろす台地上のこの場所に、相
模の国の豪族であった渋谷氏は、承久の乱後、
北条貞時の計らいで佐渡に入った際に、ここ
図３　石堂②
図４　石堂③
図５　渋谷家居住台地遠景
ー 55ー
文化財調査レポート　資料紹介　渋谷小左衛門家墓地「トノサマのハカ」
を加茂殿渋谷氏の最初の拠点にしたと考えられ
る。鎌倉武士団の風習にならい、自分たちの屋
敷に近い所に、以前からあった寺院を転宗させ
たか、または新たに建立したかは不明であるが、
菩提寺として江西院 ( 図６）を置いた。
　加茂殿は加茂・夷・湊を領し、石高は 2177
石 6斗 3升 5合であった。やがて梅津殿、羽黒
殿にわかれて 3家になり、さらに歌代殿ができ
て渋谷 4家となった。
　加茂殿渋谷十郎左衛門直清は、勢力の拡大に
ともない、渋谷宗家に相応しい居城を加茂高野
の西側舌状台地に移し、菩提寺江西院も城の側
に移転させた。以前の城跡は前衛や連絡の砦と
して使用されることとなり、ここには渋谷一族
や渋谷の家老職の家も置かれた。
　その後、地頭代渋谷氏の時代は約 300 年続く
ことになるが、その末期は戦国時代である。渋
谷小左衛門家にのこる「トノサマのハカ」の伝
承は、何を意味するのであろうか。
　『久知軍記』には、久知七代泰時が加茂・歌代
両城を討つために宵闇に紛れて加茂湖から兵船
で攻める話や度々の合戦などがみえる。その際
の逸話がこの伝承につながったのではないだろ
うか。この戦乱に巻き込まれた加茂殿渋谷氏は、
渋谷小左衛門家に助けられ、そのことに恩義を
感じた加茂殿は、同家の墓地（図７）に、生前
の内に死後の冥福を祈って、石造の墓堂（石堂）
をつくり、その中に一石五輪塔の逆修塔（図８）
を建立したのである。造立主体者がこの地域の
経済的・政治的有力者であったからこその建立
であり、渋谷加茂殿が鎌倉から新しい時代にふ
さわしい禅宗寺院宗風である石堂形式を移入し
たものと推測される。同じように、金井地区泉
の曹洞宗正法寺は泉本間殿の菩提寺であるが、
ここにも同じく石造の墓堂（図９）がいくつか
見られる。
図６　江西院
図７　渋谷家墓地
図８　一石五輪塔
図９　正法寺墓地の墓堂
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　中世から近世への移行期は、埋制・墓制が急
激な変化をした時代と言われている。また、水
谷類氏の「北関東の石室－中世・近世移行期の
墓石文化について考える－」によれば、北関東
型石堂の逆修の意味をもった舟型光背型石碑が
石堂に納められた事例がある。地域的にみると、
群馬県・埼玉県北部が拠点であり、また越前・
若狭周辺、中国地方の周防、九州の薩摩といっ
た海上交通によって繋がっているところに見ら
れる。これらの地域に共通することは、禅宗寺
院地帯であり、禅宗が石堂の普及に関係してい
るのではないかと言われている。江西院も、歌
代殿渋谷氏の菩提寺である富月寺（図 10）も、
共に加賀国崇徳寺の系流である。
　「トノサマのハカ」が渋谷家墓地に所在する理
由は、このような事情にあると考える。「トノサ
マのハカ」は、殿様の墓というよりは逆修塔で
あり、渋谷小左衛門家は加茂殿が居城を移した
あとを守った家老職などの土豪の家であったの
であろう。
3.2　おわりに
以上、推測を積み重ねる結果となった。佐渡の
歴史において、地頭代の入国は大きな転換期で
あったと考えるが、墓塔・石堂、佐渡の土着勢
力の一掃前後の姿、渋谷殿が来島する経緯等、
依然として不明な点が多く、今後の研究課題で
ある。渋谷小左衛門家のある加茂歌代地区にお
いても、考古学的手法や地名・更正図等でまだ
解明できる点も多々あると思う。この調査結果
について今後いろいろとご教示をいただければ
幸いである。
（※図２～図４：佐渡伝統文化研究所 滝川邦彦 作図）
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図 10　富月寺
